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	応用
	抗原情報
	背景
	塩化物イオンチャネル3（CLIC3） ホモサピエンス 塩化物イオンチャネルは、細胞膜電位の安定化、経上皮輸送、細胞内pHの維持、細胞容積の調節など、基本的な細胞プロセスを制御する多様なタンパク質群です。塩化物イオンチャネル3はp64ファミリーに属し、主に核内に局在し、塩化物イオンチャネルの活性を刺激します。さらに、MAPキナーゼファミリーに属するERK7との関連に基づき、このタンパク質は細胞増殖制御に関与している可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：このファミリーのメンバーは、球状の可溶性状態から、N末端ドメインが膜に挿入され塩化物イオンチャネルとして機能する状態に変化することがあります。N末端ドメインの構造変化により、疎水性表面が露出し、膜への挿入が引き起こされると考えられています。,機能：膜に挿入して塩化物イオンチャネルを形成できます。細胞増殖制御に関与している可能性がある。,類似性：塩化物チャネルCLICファミリーに属する。,類似性：GST C末端ドメインを1つ含む。,類似性：GST N末端ドメインを1つ含む。,細胞内局在：主に核内。一部のタンパク質は細胞質にも存在する。可溶性細胞質タンパク質と、おそらく単一の膜貫通ドメインを持つ膜タンパク質の両方として存在する。,サブユニット：ERK7のC末端に関連。,組織特異性：胎盤で検出される（タンパク質レベル）。広く発現している。胎盤で高い発現が認められ、次いで肺、心臓の順である。骨格筋、腎臓、膵臓では低い発現が認められる。,
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	CLIC3抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

